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ドリンク等の原料茶生産向け品種の選定 
 

 

［研究のねらいと取り組み］ 

・ ドリンク等の原料茶生産においては、安定した品質の荒茶を毎年多収で生産できる早晩生品種を幅広く

導入することが望ましい。 

・ このため、本調査では、早生から晩生まで６品種を晩期に摘採した時の収量・品質の違いを明らかにし、

多収栽培に適した品種を選定する。 
 

［研究の成果］ 

・ 県奨励品種６品種を対象にドリンク原料茶としての収量性及び品質を評価した。 

・ 一番茶を適期（煎茶としての適期、4.5葉期を目安）から５～７日遅く、二番茶は生育期間を適期より５～７

日遅く摘採し、生葉収量と荒茶品質を調査した。秋冬番茶は秋整枝の適期に摘採し、生葉収量のみ調査

した。 

・ 「やぶきた」の年間収量は３か年ともに約2000kg/10aであった。一方、「つゆひかり」は３か年ともに

3500kg/10aを上回り、「さやまかおり、かなやみどり、さわみずか」は2600kg/10aを上回った（図１）。 

・ 一番茶の品質は、官能審査では品種間に顕著な差は見られなかった（図２）。二番茶では、３か

年間を通して「さやまかおり」で評価が劣り、硬葉臭や硬葉味などが目立ち、「やぶきた」も評

価がやや低い傾向であった（図３）。 

・ 収量性、荒茶品質を総合的に評価すると、早生では「つゆひかり」、晩生では「さわみずか」が

多収栽培に適性があると考えられた。 

 
     図１ 晩期摘採した各茶期の生葉収量（３か年平均） 

 

 
図２ 晩期摘採した一番茶の荒茶官能審査結果   図３ 晩期摘採した二番茶の荒茶官能審査結果 

         （３か年平均）                         （３か年平均） 
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ドローン空撮画像を用いた収量・成分推定法の開発 
 

 

［研究のねらいと取り組み］ 

・ 近年、経営の大規模化に伴い、広域に分散した多数の茶園を効率的に管理するため、広範囲の茶園の

生育状況を省力的にモニタリングする手法の開発が求められている。 

・ そこで、ドローンを使って茶園を空撮し、コンピュータで画像処理して、茶園ごとの収量および成分を簡易

に推定する手法を開発する。 
 

［研究の成果］ 

・ ドローン（図１）による空撮で得られた画像を、コンピュータでうね間・道路・防霜ファンなど茶樹以外を取り

除いた後に、新芽の生育情報を抽出することで、植生指数画像を作成する手法を開発した（図２）。 

・ 2021 及び 2022 年度に茶業研究センター内でドローンにより空撮した植生指数と一番茶の収量・成分

(実測値)との関係を解析し、収量・成分の推定モデルを作成した。 

・ センター内２ほ場及び現地１ほ場（200～900m²）を対象に、撮影した画像を用いて前述の画像処理と推定

モデルを適用し、精度検証を行った。その結果、センター内２ほ場では、推定値と実測値はおおむね同程

度の値を示し、精度は良好であった。現地ほ場では、生葉収量は 200kg/10a 程度過小に推定したが、成

分の推定精度は良好であった。（図３～５） 

 

 
 

図１ DJI 社製 Phantom4 Multispectral 
 

図２ 2022 年度一番茶にドローンで撮影した画像（左

図）と画像処理で作成した植生指数画像（右図） 

 

図３ 生葉収量の実測値と推定値  図４ TN 含有率の実測値と推定値  図５ NDF 含有率の実測値と推定値 
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超多収で炭疽病に強いチャ新品種「９５－７－３５」

［研究のねらい］

・近年、リーフ茶の消費が低迷する一方、ドリンク飲料等の原料となる茶の需要が増加している。

・また、輸出の拡大等に伴い、海外で需要の高い有機栽培茶の生産が増加している。

・このため、生産現場からは、多収性で耐病虫性の強い品種の育成が求められている。

・当センターでは、主力品種「やぶきた」の２倍の収量性を持ち、主要病害「炭疽病」に強い晩生のチャ新品

種候補「95-7-35」を育成した。 （※「95-7-35」は品種育成時の系統番号）

［研 究 の成 果 ］

〇「やぶきた」比２倍の超多収性

・「95-7-35」の10a当たり生葉収量は、４年間の平均で、「やぶきた」と比較して一番茶が2.2倍、二番茶が2.6

倍、秋冬番茶（秋整枝量）が1.7倍であり、年間合計では2.0倍となる（図１）。

〇「つゆひかり」並みに強い炭疽病耐性

・「95-7-35」の炭疽病発生程度は、7年間の平均で5段階評価の1.5であり、「やぶきた」の3.2に比べて大幅に

少なく、炭疽病に強い品種「つゆひかり」の1.4と同程度である（図２）。

〇来歴及びその他特性

・来 歴： 種子親♀「ごこう」×花粉親♂「香駿」

・早晩性： 晩生（一番茶摘採期「やぶきた」比＋６日）

・樹 姿： 開張型

・樹 勢： 強

・耐寒性： 赤枯れ『やや強』

・耐病虫性： 赤焼病『中』、クワシロカイガラムシ『中』

・品 質：鮮緑な色沢、青みのある水色、甘みを感ずる
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図２ 炭疽病の発生程度

（定植１～７年目平均）

図１ 10a 当たり収量

（定植４～７年目平均）

図３ 「95－7－35」の一番茶新芽と水色
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安価で持続性の高い土壌物理性の改善方法 
 

 

［研究のねらいと取り組み］ 

・県内では、乗用型茶園管理機の普及が拡大し、茶園作業のほぼ全てに使われるようになったことで、うね間

土壌が踏圧を受ける機会が増加している。実際、令和元年に県内茶園30ほ場で土壌硬度を測定したとこ

ろ、年間走行回数20回を超える赤黄色土ほ場２か所で圧密化が認められた。 

・そこで、安価で持続性の高い土壌物理性改善方法として、2019年度から深耕時に有機質資材を施用する手

法を検討してきた。本手法を用いた区では、土壌物理性改善効果（土壌の膨軟）が確認され、処理２年目

（2021年２月）にもその効果は持続していた。ここでは、処理３年目（2022年２月）のほ場において土壌物理

性改善効果（土壌の膨軟）の持続性を明らかにする。 
 

［研究の成果］ 

・本研究では、土壌圧密化の定義を「深さ20cm以浅で土壌貫入抵抗値が1,500kPa（根の伸長が困難となる硬

度）を超えるほ場」とし、表１のとおり試験区を設け、貫入式土壌硬度計により土壌硬度を測定した。 

・処理２年半後（2022年２月25日測定）の土壌硬度は、処理１年半後（2021年２月19日測定時）同様、深度10

～20cm間において、深耕時に有機質資材を施用した区（深耕＋堆肥、深耕＋籾殻）が低かった（図１）。 

・今後も調査を継続し土壌物理性改善効果（土壌の膨軟）の持続性を明らかにしていくが、現時点で、深耕時

に安価な有機質資材投入を併用する手法は、持続性の高い土壌物理性改善方法として期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2021年2月19日測定】                  【2022年2月25日測定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 試験構成 

図１ 深度別土壌硬度 

処理区 深耕 有機質資材

深耕＋籾殻 　　深耕なし × ×

　　深耕あり ○ ×

　　深耕＋堆肥 ○ ○

　　深耕＋籾殻 ○ ○

   ・深耕処理：2019年8月22日に有機質資材を施用後、乗用型深耕機にて深耕処理（本試験では深さ約20cmの耕起）を実施

   ・施肥量：N-P2O5-K2O　40-14-20 kg/10a

   ・施肥回数：５回＋苦土石灰100kg/10a
　　　　　　　    なお、施肥・苦土石灰散布後、中耕処理（本試験では深さ約10cmの耕起）を実施
   ・乗用型茶園管理機の走行回数：全処理区10回/年程度
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